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1Science & Technology Trends   May  2004
今月の概要

















候補物質に関する研究成果が the Journal of Neuroscience に発表された。











ナノテク・材料分野 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  9
膀ホウ素を注入したダイヤモンドにおける超伝導性の発見
　ロシア科学アカデミーと米国ロスアラモス国立研究所の研究グループは、高濃度のホ
ウ素を含有するダイヤモンド結晶が超伝導体になることを報告した（E.A.Ekimov et al., 
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み（“user-centered” approach to 
computing）」を初めて導入したも
のとして評価されている。彼の名
言の一つに、「“The best way to 
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2001 年 8 月時点で、米国NIH により認
証されたヒトES細胞株の数を示すNIH 
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Cloning and Human Dignity」 を、
2004年１月に幹細胞研究に関する
「Monitoring Stem Cell Research」
を、３月には生殖補助医療に関



















　EU においては 2000 年 の報
告「The Ethical Implications 
of Research Involving Human 
Embryos」 や 2003 年 の
「Commission Staff Working Paper: 
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線幅：δ= k・λ / NA
（λ：波長、NA：レンズ開口数、
k：Engineering factor）……①



























年度 2004 2007 2010 2012 2015 2018
ITRS
Node













デバイス／年度 2004 2007 2010 2012 2015 2018
DRAM ４Gb 8Gb 16Gb 32Gb 64Gb 128Gb
ハーフピッチ 90 65 45 32 22 18
コンタクトホール 110 80 55 45 35 25
合わせ精度 32 23 18 14 10 7.2
線幅バラツキ（３ｓ） 11 8 5.5 4.3 3.1 2.2
MPU
ハーフピッチ 107 76 54 42 30 21
ゲート長 53 35 25 20 15 10
コンタクトホール 122 80 59 46 33 23
線幅バラツキ（３ｓ） 3.3 2.2 1.6 1.3 0.9 0.6
SoC
ASIC/LPゲート 75 45 32 27 19 13
コンタクトホール 122 80 59 46 33 23
線幅バラツキ（３ｓ） 4.7 2.9 2 1.7 1.3 0.8
22
科学技術動向　2004 年５月号 半導体微細加工装置技術の最新動向　̶開発研究における日本の産学連携への提言̶























































































for European Applications +）、
米 国 の EUV LLC ８）（Limited 
L iab i l i ty  Company）、VNL
（Virtual National Lab./ Lawrence 
Berkeley, Lawrence Livermore, 
































州 の IMEC11）（InterUniversities 
MicroElectronic Center） に価格












































































































































一人である Mentor Graphics の
Frank Schellenberg 氏が、前述の
国際会議、Microlithography2004
に て、“Resolution Enhancement 













































































































































































































MIT（Massachusetts Institute of 
Technology）、Lincoln Laboratory

























































































































































で は TLO だ け で な く、ILP20） 














社が 100 万ドル以上、139 社が 10
万ドルから 100万ドルの間の出資
を行っている。また、MITの卒業






収入は、約 1,453 億円に達する 21）。
　一方、日本のTLOの特許収入
は増加傾向にあるものの発足か
















































































































カ で は、ISTM９）（International 
SEMATEC）というコンソー
シアムが重要な役割を果たして
いる。ISMT は MIT をはじめ、















































































































































































































01）  H. Chuma & Y. Aoshima；RIETI 














06）  Technical Summary Digest；
SPIE 29th Annual International 
Symposium on
  “Microlithography”,（22‐27 




としての LLC（Limited Liability 
Company）制度」






13）  渋谷真人：特開昭 55‐136484
14）  F. Schellenberg; SPIE Milestone 
Series, Vol. MS 178（2003）
15）  高梨明紘ほか：特開昭　57‐
153433
16）  M. Switkes and M. Rothschild, J. 











































































































































































































1974年 エキスパートシステムMYCIN(医療診断 ) 1972年 i4004マイクロプロセッサ
1974年 プラニング生成プログラムABSTRIPS
1970年代半ば グラフィカル・ユーザーインターフェース 1976年 パソコンApple
1980 年代後半
［ニューラルネットワークの隆盛］




1990年 遺伝的プログラミングの開始 1991年 Windows3.1
1995 年 状況依存エージェント (Russell) 1993 年 WebブラウザMosaic





















































































































































































































































































































































































































































































































Artificial Intelligence and Cognitive 
Science
人工知能と認知科学の複合領域研究






































































































































　図表 10　認知科学関連 21 世紀 COEプログラム拠点の例




















































































































































01）  K .Yaman i sh i ,  J .Takeuch i ,  
G.Williams, and P. Milne: “On-line 
Unsupervised Outliner detection 












05）  Foresight Cognitive Systems 











　2004 年 4 月 22 日、23 日 に
AAAS（American Association for 










































ち連邦政府 R&D予算は 1,320 億
ドルとなっている。この内訳を見



















































































年次フォーラムの発表資料［Kei Koizumi, AAAS,“The Federal Investment in 















Health Security and Bioterrorism 


























































































年～ 2001 年の間の GERD（国
の総研究開発費、Gross national 
Expenditures on Research and 
Development）の増加率を見ると
中国、シンガポールが急増してお
り、1995 年との比較で 2.5 ～３倍
となっている。2001 年の段階で
中国の GERDは 570 億ドルであ
り、これは日本の約半分となって
いる。また、1986 ～ 1999 年の間
の中国人の博士号取得者数をみる


























































































































01）  29th Annual Forum on Science 




















































































連絡先：〒 100－ 0005 東京都千代田区丸の内 2－5－ 1
電話 03－ 3581－ 0605　FAX 03－ 3503－ 3996
URL http://www.nistep.go.jp
Email stfc@nistep.go.jp





National Institute of Science and
Technology Policy (NISTEP)
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